平成２７年１月２６日
日本将棋連盟山形県支部連合会

支部長　各位
事務局　各位
日本将棋連盟山形県支部連合会

事務局長　石井知征
山形県支部連合会新年会　会議録

1． 日時　　平成２７年１月２４日（土）１５時より

2． 場所　　天童市天童温泉　滝の湯ホテル
3． 会議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（司会　石井事務局長）

・開　　会　日本将棋連盟山形県支部連合会副会長兼幹事長　花輪　正明
・挨　　拶　日本将棋連盟山形県支部連合会会長　　　　　　大泉　義美
・来賓挨拶　日本将棋連盟常務理事　　　　　　　　　　　　島　　　朗　九段
　　　　　　　　天童市長代理（商工観光課長）　　　　　　　　長瀬　吉徳　氏
会議（座長　大泉県連会長）

１）職場・団体対抗将棋大会のチーム構成（案）について（石井事務局長説明）
　別添（案）を読み上げ説明
　①職場については、出場者に地区の制限は設けない。

　　※小学生、中学生、高校生、大学生等でチームを組むとき、同一校の場合は職場扱いとする
　②団体については、同じ地区に住まいの方で組むこと。
　　※社会人や小学生、中学生、高校生、大学生等でチームを組む場合は、同じ地区内に住まいと
する
　　③予選会の大将、副将、先鋒の順は、県大会で変更しない。
　　④予め、県大会に出場できないと分かっている場合は、予選会に出場しない。
　　⑤県大会に急用が生じて参加できない場合は、１名まで変更を認める。
　　　※この場合、職場は同一職場から、団体は上記の項目をクリアすること
　　　※２名の場合は、繰り上げ出場とする
（座長）
・ご意見を伺いたい。

（阿部寒河江支部長）
　　・同じ地区とは、どこまでですか。
（石井事務局長）
　　・予選会のブロック単位で、５ブロックとなる。
（山口村山支部幹事長）
　　・以前、団体については、地区の制限を設けずに段位の合計段数などの案も出ていたと思うが。
（石井事務局長）
　　・確かにそのような案を検討した経緯もあるが、例えばチームを組む３名が、どこのブロックから出場できるのかとか、色んなケースが考えられ、この際、スッキリした形にさせていただいた。
（大泉座長）
　　・本年の大会で県大会に出場された２４名のうち、７名が最強戦に出場の経験があった。また、小中学生が３名もいて良かったと思っている。一層盛り上がっていけば素晴らしいと思う。
　　・他になければ、案の通りでよろしいか。
（全員）
　　・異議なし
２）県連事業計画について（花輪幹事長説明）
　　主なもの
・小学生名人戦東日本大会の日程に誤りがあったので、３月２１日（土）～２２日（日）に変更
・６月９日（火）～１０日（水）に、名人戦第６局が天童ホテルにて開催
・８月２日（日）に、第２回将棋サミットが天童ホテルにて開催（２４自治体が参加予定）
・８月２３日に、寒河江千代寿大会開催
・８月２９日（土）～３０日（日）に、第１５回宮城山形将棋対抗戦の記念大会を開催
　※これは県健康福祉祭将棋大会が、９月１３日（日）に開催されることから変更したもの

・９月１３日（日）に、県健康福祉祭将棋大会を開催
（議長）
・事務局から説明がありました。よろしくお願いいたします。
３）山形新聞社主催の各種大会について（石井事務局長説明）
　別添資料により説明
（議長）
・ご意見を伺いたい。
（山口村山支部幹事長）
　　・最強戦への主催者出場推薦について、アマ名人戦と選手権の上位４名がダブったりした場合に
　　　適用となるが、これまでの流れを見ると、若手を重視したことも理解できるが、東北六県大会で
　　　優勝できる方を推薦としてはいかが。
（大泉座長）
　　・昨年、１名が重複して松田樹雄さんが推薦され、東北大会で優勝に貢献された。
（花輪幹事長）
　　・基準としては、名人戦と選手権に出場された方としている。出場されていない方は対象外としているが、今のやり方で行くしかないと思っている。
（大泉座長）
　　・支障なければ、これまでと同じとしたい。いかがですか。
（全員）
　　・異議なし
　　４）その他
（大泉座長）
　　・事務局からありませんか。
（石井事務局長）
　　・特に用意しておりません。
（大泉座長）

　　・他にありませんか。
（島常務理事）
　　・県連の日程に、５月８日（金）に開催される第７３期名人戦第３局の大盤解説会を追加して欲しい。
　　・また、東北六県将棋大会には森下卓九段・本田女流・鈴木女流が連盟から派遣が決まった。また、岩手の紫波グリーンホテルで開催される予定とのこと。
（永澤子供育成会会長、将棋を育てる会幹事長）
　　・県連の事業は多く詰まっているが、この日程に合わせた形で実施したいと思っているが、プロの先生、特に女流棋士はイベントを別に持っていることが多く、思うようにいかない場合がある。
（島常務理事）
　　・女流については、なるべく早く相談をいただければ、意向に沿うことができると思う。
（永澤子供育成会会長）
　　・子供育成会では、十字屋で子供将棋大会を企画していただくなど、スポンサーのある大会が増えてうれしく思う。また、新たな大会についての相談もあるが、日程がタイトになっているので、どこに入れるか大変。例えば、全校大会をやっている時なら、大丈夫かなと思うので、その辺に入れるこのと考えたい。
（大泉座長）
　　・もしなければ、これにて議事を終了といたします。ありがとうございました。
４．講演

　１）「連盟普及方針について」　　　　　　　　　　　　　　　日本将棋連盟理事　島　　朗常務理事
　　【要旨】

　　　・日頃普及活動に対しての御礼
　　　・山形は組織がしっかりしている、連盟でも安心感がある。

　　　・谷川会長叙勲の御礼

　　　・ＪＴ全国で9000名参加、１万人を目指したい。

　　　・将棋を世界遺産に登録、青野専務が活動している。

　　　・駒桜の廃止、これはみんなの意見であった。

　　　・国際フォーラムの成功、次回も継続したい。

　　　・将棋の日、今年は倉敷で開催。

　　　・支部会員17000人をどう増やすか、考慮中。

　　　・福島支部創設、大変ありがたい。

　　　・名人戦・竜王戦解説会も継続。

　　　・天童での市長サミット、盛大になるように活動中。

　　　・今後もよろしくお願いしたい。

　　　　質問

　　　・電王戦、今後タイトル保持者は出場するのか？

　　　　デリケートな問題、現在では予定なし。今後変わる可能性はあるが・・・・

（以上）

　２）「子供将棋教室における指導方法について」　　　　　　　　　　　日本将棋連盟　村中秀史六段
　　【要旨】

　　　・将棋連盟こどもスクールで長く講師を担当
　　　・ルールから教えている。（駒の動かし方は覚えたこどもが入会）

　　　・どうぶつ将棋・まわり将棋で興味を持たせる。

　　　・１５級からスタート

　　　・スクールは３クラス制、初段が卒業
　　　・本人のやる気をどうさせるか、問題。

　　　・負け続けると辞める傾向にある。

　　　・負けることは恥ずかしいことではない、教える。

　　　・あいさつ、負けました、ありがとうございました、これは最低限教える。

　　　・昇級しやすくしている。

　　　・スクールは８人体制

　　　・大会では、同じくらいの人を組合せ

　　　・なるべく賞をあげる

　　　・スタンプ・シール等の活用

　　　・保護者は将棋を知らない人が多い、理解してもらう事が重要（普通の習い事意識）
　　　・宿題を出す

　　　・本を買うときは、一緒にいてアドバイスをする

　　　・実力より下の本を選ぶ

　　　・一番はやる気、あれば一人で強くなる

　　　・ＨＰ等に昇級者の名前を掲載している
　　　・２時間以上は集中力が続かない。休憩を入れている。

　　　・６年生で退会多い、思い出に残るものを与える。

　　　・また、将棋を始めて欲しい

　　　質問

　　　初級のこどもへ教え方は？

　　　・青空将棋（歩なし）を採用（駒の取る面白さを理解）はどうか。
　　　質問

　　　・５級から初段にさせるためには？

　　　　難しい問題、攻めだけではダメ、受けることの重要さを教えている。

（以上）
その他

　　　・村山支部新春大会、２月の１週目日曜に固定したい。

　　　・東北６県会長会議、東北６県大会に合わせることを検討

